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品
』
評
価
お
よ
び
明
治
期
心
理
学
を
概
観
し
、
同
時
代
の
心
理
学
の
研
究

書
を
根
拠
と
し
つ
つ
複
数
の
小
品
を
検
討
す
る
。
そ
の
上
で
後
半
で
は
、

漱
石
の
文
学
理
論
の
主
著
『
文
学
論
』
中
の
心
理
学
的
知
見
と
は
異
な
る

学
術
的
角
度
か
ら
の
再
考
を
試
み
る
。

　

な
お
、
底
本
は
『
永
日
小
品
』
初
出
で
あ
る
夏
目
漱
石
『
漱
石
近
什
四

篇
』（
春
陽
堂
、
一
九
一
〇
）
を
用
い
、
注
の
断
り
が
な
い
限
り
引
用
は

作
中
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

二
、『
永
日
小
品
』
の
評
価
と
課
題

　
『
永
日
小
品
』
の
同
時
代
評
は
、
漱
石
の
他
作
品
と
比
較
し
て
も
多
く

は
な
い
。
先
駆
け
と
な
っ
た
も
の
は
、
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
一
月

一
日
に
樗
陰
牛
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
「
已
酉
文
壇
概
観
（
評

論
）」
で
あ
る
。

　
　

 
夏
目
漱
石
氏

0

0

0

0

0

は
相
変
ら
ず
超
然
と
し
て
時
流
と
相
関
せ
ざ
る
が
如
く

　
　

 「
そ
れ
か
ら

0

0

0

0

」「
永
日
小
品

0

0

0

0

」「
満
漢
と
こ
ろ
〴
〵

0

0

0

0

0

0

0

」
等
を
草
し
て
ゐ

る
。（
中
略
）
氏
一
流
の
観
方
及
び
書
き
方
と
し
て
読
め
ば
な
か

〳
〵
面
白
い
所
も
あ
る3

。

一
、
は
じ
め
に

　

従
来
の
夏
目
漱
石
研
究
に
お
け
る
『
永
日
小
品
』（
初
出
：『
東
京
朝
日

新
聞
』『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
〇
九
・
一
・
十
四
～
三
・
九　

断
続
的

に
掲
載
）
は
、
そ
の
他
の
作
品
群
と
比
較
し
て
も
、
そ
の
位
置
付
け
や
文

学
的
価
値
の
付
与
の
さ
れ
方
が
不
安
定
で
あ
っ
た
。
同
作
品
発
表
当
時
、

心
理
学
は
学
問
の
最
先
端
と
し
て
民
間
へ
の
普
及
が
浸
透
し
つ
つ
あ
っ

た
。
漱
石
自
身
も
心
理
学
へ
の
造
詣
が
深
く
、『
文
学
論
』（
一
九
〇
七
）

に
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
や
テ
オ
デ
ュ
ー
ル
・
リ
ボ
ー
を
筆
頭

と
し
た
心
理
学
書
か
ら
多
大
な
影
響
を
受
け
て
い
る
痕
跡
が
随
所
に
散
見

さ
れ
る
。
漱
石
の
作
品
へ
の
、
明
治
期
心
理
学
的
知
見
の
応
用
は
、
既
に

藤
井
（
二
〇
〇
一
）
に
お
い
て
見
ら
れ
る
も
の
の1

、『
永
日
小
品
』
と
同

時
期
、
す
な
わ
ち
明
治
期
中
期
か
ら
後
期
の
心
理
学
的
知
見
を
ア
プ
ロ
ー

チ
法
と
し
て
用
い
た
先
行
研
究
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
と
言
っ
て
良

い
。
馬
場
（
二
〇
一
一
）
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
幅
広
い
層
に
教
養
と

し
て
共
有
さ
れ
て
い
た
心
理
学
も
メ
デ
ィ
ア
の
一
種
と
捉
え
れ
ば
、「
表

現
・
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
文
学
を
成
立
さ
せ
て
い
る
諸
制
度2

」
で
あ
っ
た
と

言
え
よ
う
。

　

以
上
の
問
題
意
識
を
踏
ま
え
、
本
稿
前
半
で
は
、
従
来
の
『
永
日
小

　
　
『
永
日
小
品
』
心
理
学
的
探
究
　
―
「
蛇
」「
暖
か
い
夢
」「
心
」
を
中
心
に
―

ブ
ラ
ッ
ド
リ
ー
桜
ミ
シ
ェ
ル　
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象
の
捕
捉
が
あ
つ
て
、
坐
ろ
に
作
者
の
芸
術
的
天
分
の
深
さ
を
思
は

せ
る6

。（
傍
線
、
稿
者
）

　

漱
石
の
イ
ギ
リ
ス
留
学
中
の
こ
と
を
描
い
た
と
思
わ
れ
る
小
品
群
を
取

り
上
げ
、
叙
述
の
巧
妙
さ
と
詩
的
で
流
麗
な
散
文
、「
印
象
」
の
適
確
な

描
写
を
捉
え
、
そ
れ
ら
を
以
て
「
作
者
の
芸
術
的
天
分
の
深
さ
」
に
言
及

し
て
い
る
。
こ
の
「
イ
ギ
リ
ス
留
学
時
代
」
小
品
群
は
と
り
わ
け
「
文

範
」
と
さ
れ
、
大
正
期
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
国
語
科
教
科
書
に
も
掲

載
さ
れ
て
い
た7

。『
永
日
小
品
』
は
、
作
品
発
表
当
時
か
ら
『
夢
十
夜
』

を
含
む
『
四
篇
』
中
の
作
品
と
並
列
・
比
較
さ
れ
、
小
説
と
し
て
物
語
を

楽
し
む
と
い
う
よ
り
も
、「
文
」
そ
の
も
の
が
鑑
賞
の
対
象
と
な
り
、
時

と
し
て
美
文
的
文
章
の
模
範
と
し
て
参
照
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
少
な
く
な

か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
同
時
代
評
の
傾
向
は
先
行
研
究
に
も
受
け
継
が
れ
て
き
た
。

例
え
ば
大
竹
（
一
九
九
九
）
は
漱
石
の
歩
ん
で
き
た
不
遇
な
道
程
と
関
連

さ
せ
つ
つ
「
漱
石
に
と
っ
て
確
固
不
動
の
永
遠
、
悠
久
を
求
め
る
願
望
は

強
か
っ
た
は
ず
」
だ
と
し
「
二
十
五
篇
全
て
に
、
こ
の
漱
石
の
人
生
よ
永

遠
な
れ
、
と
い
う
希
求
が
託
さ
れ
て
い
た
」
で
あ
ろ
う
と
主
張
す
る8

。

「
蛇
」
に
つ
い
て
も
「
疎
外
の
人
生
」
の
語
り
で
あ
り
「
怪
異
趣
味
を
表

現
し
て
い
る
と
同
時
に
、
常
に
人
間
の
期
待
を
裏
切
り
続
け
る
現
実
を
作

者
が
語
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る9

」
と
、
作
家
論
に
や
や
偏
重
し
た
論
調
が

見
受
け
ら
れ
る
。

　
『
永
日
小
品
』
の
作
中
の
モ
チ
ー
フ
や
テ
ー
マ
性
に
迫
っ
た
研
究
も
確

認
で
き
る
。
佐
々
木
（
一
九
八
七
）
は
『
永
日
小
品
』
に
通
底
す
る
「
感

覚
」
を
「〈
永
日
感
覚
〉」
と
称
し
、「
永
日
」
の
語
義
的
意
味
と
漱
石
自

　
「
超
然
と
し
て
」
世
を
描
写
し
創
作
物
を
発
表
す
る
こ
と
に
定
評
の
あ

る
作
家
と
し
て
、
そ
の
期
待
を
裏
切
ら
な
い
書
き
方
が
『
永
日
小
品
』
で

も
披
露
さ
れ
て
い
る
と
す
る
見
方
と
な
っ
て
い
る
。『
永
日
小
品
』
初
出

場
所
で
も
あ
っ
た
『
東
京
朝
日
新
聞
』
朝
刊
で
は
、
東
渡
生
に
よ
る

『「
四
篇
」
を
読
む
』
と
い
う
批
評
文
が
、
同
年
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）

年
八
月
九
日
に
（
上
）、
翌
八
月
十
日
に
（
下
）
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
こ
ち
ら
で
は
『
夢
十
夜
』
と
の
比
較
に
お
い
て
「
瑞
々
し
た
和
や
か

み
と
か
潤
ひ
」
に
欠
け
て
お
り
、「
知
力
の
働
き
」
が
「
情
感
」
に
勝
っ

て
い
る
と
批
評
が
な
さ
れ
て
い
る4

。『
永
日
小
品
』
初
出
当
初
は
、
そ
れ

単
体
に
限
定
し
て
と
い
う
よ
り
も
、
前
後
の
作
品
や
作
者
の
文
体
の
特
徴

と
関
連
づ
け
ら
れ
た
評
が
散
見
さ
れ
た
。

　

赤
木
桁
平
は
『
夏
目
漱
石
』（
一
九
一
七
）
に
お
い
て
『
四
篇
』
の
各

論
に
つ
い
て
詳
細
に
感
想
を
述
べ
て
い
る
。
ま
ず
、
全
体
に
つ
い
て
は

「『
満
韓
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
』
を
除
い
た
以
外
の
三
篇
は
、
皆
ロ
マ
ン
チ
ズ
ム

の
匂
ひ
に
富
ん
だ
、
宝
玉
の
や
う
に
愛
す
べ
き
短
篇
で
あ
る5

」
と
高
く
評

価
し
た
上
で
、『
永
日
小
品
』
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
所
感
を
綴
っ

て
い
る
。

　
　

 

中
に
は
散
文
詩
の
や
う
な
も
の
も
あ
れ
ば
、
ま
た
、
短
編
小
説
の
や

う
な
も
の
も
あ
つ
て
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
に
面
白
い
。
特
に
面
白
い
の
は

先
生
の
ロ
ン
ド
ン
滞
在
中
の
材
料
に
依
つ
て
出
来
上
つ
た
も
の
で
あ

つ
て
、『
下
宿
』『
過
去
の
匂
ひ
』『
霧
』『
昔
』『
ク
レ
イ
グ
先
生
』

な
ぞ
の
諸
作
は
、
皆
芸
術
味
の
豊
か
な
小
品
で
あ
る
。
殊
に
、『
霧
』

の
叙
述
は
真
に
逼
つ
た
巧
み
さ
が
あ
り
、『
昔
』
の
文
章
は
詩
か
ら

生
れ
た
美
し
さ
が
あ
り
、『
ク
レ
イ
グ
先
生
』
の
描
写
は
確
実
な
印
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回
想
的
夢
幻
と
、
よ
り
日
常
的
現
実
と
の
錯
綜
、
連
結
の
妙
を
示
」
し
て

い
る
と
指
摘
す
る14

。
こ
の
よ
う
に
、
作
中
の
小
品
全
体
を
包
括
し
た
作
品

論
的
視
点
は
極
め
て
示
唆
に
富
む
も
の
の
、
作
家
や
読
者
に
「
意
識
と
も

無
意
識
と
も
つ
か
ぬ
何
も
の
か
へ
の
怖
れ15

」
を
惹
起
さ
せ
て
い
る
も
の
の

具
体
的
な
事
象
や
そ
れ
ら
の
背
景
な
ど
は
詳
ら
か
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
中
原
（
一
九
九
六
）
で
は
、「
過
去
の
匂
ひ
」「
暖
か
い
夢
」「
昔
」

「
ク
レ
イ
グ
先
生
」
を
め
ぐ
り
「
嗅
覚
」
の
情
緒
か
ら
考
察
を
深
め
て
い

る
。
漱
石
の
ロ
ン
ド
ン
回
顧
に
お
い
て
は
、
十
九
世
紀
後
半
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
い
て
「
衛
生
環
境
の
整
備
が
進
み
、
糞
尿
の
臭
い
が
排
除
さ
れ
た

こ
と
」
で
新
た
に
「
発
見
」
さ
れ
た
嗅
覚
表
象
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て

お
り
、「
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
ロ
ン
ド
ン
へ
の
感
情
」
な
い
し
「
憎
悪
」
が

「
執
拗
に
繰
り
返
さ
れ
」
な
が
ら
、
作
品
を
追
う
ご
と
に
変
化
を
遂
げ
て

い
る
と
い
う16

。
中
原
の
指
摘
は
、
漱
石
自
身
の
感
覚
表
現
へ
の
鋭
敏
な
感

性
、
お
よ
び
当
時
の
嗅
覚
へ
の
共
通
認
識
の
変
化
を
理
解
す
る
上
で
注
目

に
値
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
依
然
と
し
て
伝
記
的
発
想
か
ら
は
脱
却
し
て

い
な
い
。

　

一
方
、
こ
う
し
た
作
家
論
的
評
価
と
は
異
な
る
論
考
も
複
数
見
ら
れ

る
。
斎
藤
（
一
九
九
〇
）
は
『
永
日
小
品
』
前
後
の
作
品
と
の
比
較
か

ら
、「
日
常
の
空
隙
を
見
つ
め
る
描
写
力
の
達
成
と
し
て
『
永
日
小
品
』

を
評
価
し
」「
現
実
と
現
実
の
は
ざ
ま
に
あ
る
事
物
の
存
在
の
意
味
ま
で

描
き
得
た
」
と
し
て
い
る17

。『
永
日
小
品
』
の
独
自
性
を
標
榜
す
る
も
の

と
し
て
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
さ
ら
に
、
な
ぜ
そ
う
し

た
文
学
的
効
果
が
生
ま
れ
得
た
の
か
、
当
時
の
心
理
学
の
学
問
的
な
趨
勢

と
照
合
し
つ
つ
論
拠
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

本
稿
と
近
い
問
題
意
識
を
共
有
し
て
お
り
、
心
理
学
的
知
識
を
援
用
し

身
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
を
照
合
し
つ
つ
、
一
見
す
る
と
雑
多
に
思
え
る
二

十
五
篇
の
小
品
を
統
べ
る
要
素
を
分
析
し
て
い
る
。
佐
々
木
に
よ
れ
ば

「〈
永
日
感
覚
〉」
と
は
「
現
実
か
ら
の
離
陸
で
あ
り
感
覚
の
解
放
で
あ
」

り
、
小
品
の
配
列
の
予
測
不
可
能
性
・
意
外
性
は
「
春
の
日
永
を
、
翁
媼

が
、
心
に
覚
え
た
物
語
を
、
思
い
出
す
が
ま
ま
に
縷
々
と
語
っ
て
ゆ
く
気

配
に
も
通
」
じ
、「
秩
序
立
っ
て
い
な
い
こ
と
が
、
時
間
の
流
れ
を
押
し

と
ど
め
、
緩
や
か
に
調
整
す
る
」
の
だ
と
い
う10

。
作
品
の
タ
イ
ト
ル
に
関

し
、
漱
石
自
身
の
感
覚
の
特
有
性
へ
と
射
程
を
拡
張
し
多
角
的
に
解
釈
を

深
め
た
、
貴
重
な
論
考
で
あ
る
。

　

水
谷
（
一
九
八
八
）
に
よ
っ
て
、『
永
日
小
品
』
に
内
在
す
る
二
面
性

が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
描
き
出
さ
れ
る

「
情
シ
ー
ク
エ
ン
ス
景
」
に
は
「
永
日
」
の
雰
囲
気
が
立
ち
込
め
、『
草
枕
』
に
通
じ
る

「
俳
諧
趣
味
」
が
漂
う
「
の
ど
か
」
な
世
界
観
が
あ
り11

、
ま
た
一
方
で
は

「
あ
る
存
在
の
不
条
理
な
リ
ズ
ナ
ン
ス
の
中
に
、
い
さ
さ
か
狂
気
じ
み
た

共シ
ン
ク
ロ
ニ
ン
フ
イ
テ
イ

時
性
を
と
ら
え
る
、
そ
の
様
な
不
安
定
な
ひ
ろ
が
り
に
震
憾
す
る
自
我

の
地
獄
を
、
眺
め
わ
た
す
静
か
な
視
点
」
が
獲
得
さ
れ
て
い
た12

と
す
る
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
心
」
の
解
釈
に
お
い
て
「
漱
石
の
原
風
景

に
す
む
一
人
の
女
性
が
鳥
の
幻
と
錯
綜
す
る
と
い
う
妖
し
く
、
か
つ
美
し

い
小
品
で
あ
る13

」
と
し
て
い
る
点
で
、
些
か
極
端
な
作
家
論
に
陥
っ
て
い

る
。

　

佐
藤
（
一
九
九
〇
）
は
「
冒
頭
の
「
蛇
」
の
語
る
所
は
日
常
の
、
現
実

の
細
部
の
夢
と
も
う
つ
つ
と
も
つ
か
ず
不
意
に
切
り
裂
く
、
不
気
味
な
な

に
も
の
か
の
顕
現
と
も
い
え
」、『
永
日
小
品
』
そ
の
も
の
が
「『
夢
十
夜
』

の
ご
と
き
も
の
を
と
請
わ
れ
つ
つ
逆
に
遡
っ
て
、『
坑
夫
』
に
い
う
意
識

と
無
意
識
の
織
り
な
す
夢
幻
の
綾
を
軸
と
し
、
そ
の
各
章
の
展
開
自
体
も
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て
、
日
本
の
ア
カ
デ
ミ
ア
に
お
け
る
心
理
学
の
設
立
・
教
育
に
尽
力
し
た
。

　

当
時
の
大
学
の
講
義
や
「
講
習
会
」
等
の
心
理
学
教
授
の
場
に
お
い
て

は
、
ヴ
ン
ト
や
ス
ク
リ
プ
チ
ャ
ー
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
等
が
参
照
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る22

。
国
文
学
者
・
三
井
甲
之
は
ヴ
ン
ト
心
理
学
に
傾
倒
し
、
卒

業
論
文
「
万
葉
集
論
」
に
お
い
て
、
ヴ
ン
ト
の
心
理
学
的
分
析
方
法
を
詩

作
の
経
験
へ
援
用
し
た
ほ
か
、
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
六
月
以
降
ヴ

ン
ト
の
思
想
お
よ
び
学
問
に
つ
い
て
の
研
究
論
文
を
発
表
し
た
と
い
う23

。

　

以
上
よ
り
、
本
稿
で
は
一
八
九
〇
～
一
九
一
〇
年
代
、
す
な
わ
ち
明
治

期
中
後
期
に
お
い
て
読
者
層
に
享
受
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
ヴ
ン

ト
・
元
良
心
理
学
、
さ
ら
に
漱
石
が
参
照
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム

ズ
の
心
理
学
を
「
同
時
代
の
心
理
学
」
と
し
て
ひ
と
ま
ず
は
規
定
す
る24

。

　

上
記
の
前
提
に
立
ち
つ
つ
、
以
降
の
項
で
は
『
永
日
小
品
』
中
「
蛇
」

「
暖
か
い
夢
」「
心
」
を
取
り
上
げ
、
各
作
品
に
つ
い
て
具
陳
し
て
ゆ
く
。

四
、「
蛇
」
―
「
快
不
快
」
の
発
露
に
よ
る
重
層
性
―

　
「
蛇
」
で
は
、
語
り
手
で
あ
る
「
自
分
」
が
「
叔
父
さ
ん
」
と
共
に
、

雨
の
降
る
中
河
の
獲
物
を
獲
る
こ
と
を
目
指
し
、
蛇
を
「
鰻
」
と
誤
認

し
、「
叔
父
さ
ん
」
の
「
覚
え
て
ゐ
ろ
」
と
い
う
声
に
関
す
る
記
憶
が
語

り
手
と
「
叔
父
さ
ん
」
と
の
間
で
曖
昧
に
な
っ
た
ま
ま
終
わ
っ
て
ゆ
く
。

場
面
は
雨
の
中
、「
土
を
踏
む
と
泥
の
音
が
足
裏
へ
飛
び
附
い
て
来
る
」

と
、
間
接
的
な
触
覚
的
表
現
か
ら
始
ま
る
。「
踵
を
上
げ
る
の
が
痛
い
位

に
思
は
れ
た
」
ほ
ど
で
あ
り
、「
足
の
抜
き
差
に
都
合
が
悪
」
く
「
際
ど

く
踏
み
応
へ
る
」
感
覚
も
感
じ
て
い
る
。「
笠
の
な
か
ゝ
ら
非
常
い
路
だ

と
云
つ
た
様
に
聞
え
」「
黒
い
水
が
草
の
間
か
ら
推
さ
れ
」
普
段
は
「
奇

た
貴
重
な
論
考
と
し
て
、
朴
（
一
九
九
一
）
の
「〈
感
覚
〉
表
現
」
論18

や
、
佐
々
木
（
二
〇
〇
七
）
の
「
暗
示
」
論19

が
あ
る
も
の
の
、
両
者
と
も

比
較
的
現
代
の
哲
学
や
心
理
学
に
立
脚
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
依
然
と

し
て
同
時
代
的
か
つ
実
証
的
読
み
は
果
た
さ
れ
て
い
な
い
。「
小
品
」
と

い
う
文
学
ジ
ャ
ン
ル
の
雑
多
性20

も
相
ま
っ
て
、
自
伝
的
要
素
の
強
い
作
品

で
作
家
論
と
関
連
づ
け
る
傾
向
に
偏
重
し
て
い
た
こ
と
が
、
評
価
と
研
究

の
稀
薄
さ
の
大
き
な
要
因
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
。

三
、�

同
時
代
の
心
理
学
の
概
要
―
ヴ
ン
ト
、
元
良
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
を
主
軸

に
―

　

こ
こ
で
同
時
代
心
理
学
派
の
受
容
の
様
子
を
時
期
別
に
俯
瞰
す
る
た

め
、
そ
れ
が
最
も
的
確
に
整
理
さ
れ
た
高
島
平
三
郎
の
『
心
理
漫
筆
』

（
一
八
九
八
）
を
参
照
す
る
と
、
明
治
三
〇
年
代
ま
で
の
日
本
の
心
理
学

史
は
四
期
に
大
別
さ
れ
て
い
る
。

　
　

第
一
期
―
ヘ
ヴ
ン
時
代

　
　

第
二
期
―
ベ
イ
ン
時
代

　
　

第
三
期
―
サ
レ
イ
時
代

　
　

第
四
期
―
新
心
理
時
代21

　

こ
の
う
ち
「
第
四
期
」
に
お
い
て
は
、
元
良
勇
次
郎
や
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル

ム
・
ヴ
ン
ト
ら
の
心
理
学
が
例
示
さ
れ
て
い
る
。
元
良
は
ヴ
ン
ト
の
門
下

ス
タ
ン
レ
ー
・
ホ
ー
ル
の
も
と
で
心
理
学
や
精
神
物
理
学
を
修
め
た
日
本

初
の
「
近
代
心
理
学
者
」
で
あ
り
、
ヴ
ン
ト
の
著
書
を
翻
訳
す
る
な
ど
し
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そ
れ
ぞ
れ
の
感
情
が
明
快
に
現
れ
て
い
る
。
一
度
目
・
二
度
目
の
「
獲
れ

る
」
は
「
叔
父
さ
ん
」
の
快
が
、
三
度
目
の
「
覚
え
て
ゐ
ろ
」
は
「
叔
父

さ
ん
」
の
「
期
待
外
れ
の
獲
物
が
獲
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
、
あ
る
い

は
「
蛇
」
の
恨
み
の
念
と
い
う
不
快
、
四
度
目
の
「
叔
父
さ
ん
、
今
、
覚

え
て
ゐ
ろ
と
言
っ
た
の
は
貴
方
で
す
か
」
と
い
う
語
り
手
の
疑
念
と
「
分

か
ら
な
さ
」
と
い
う
不
快
が
、
前
半
部
と
後
半
部
と
で
調
整
的
に
描
か
れ

て
い
る
。「
鰻
」
を
獲
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く

作
中
の
二
人
は
食
用
の
魚
を
求
め
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
が
、
食
は

人
間
の
三
大
欲
求
の
一
つ
で
あ
り
、
本
能
と
言
っ
て
も
良
い
。「
本
能
ハ

一
般
ニ
云
フ
ト
キ
ハ
、
或
ル
感
覚
及
ビ
感
情
ヨ
リ
生
ズ
ベ
キ
衝
動
行
為28

」

と
い
う
定
義
は
こ
こ
で
も
適
応
さ
れ
、
食
用
の
獲
物
を
捕
獲
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
と
い
う
反
射
的
で
本
能
的
な
怒
り
の
感
情
が
「
覚
え
て
ゐ

ろ
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
爆
発
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
数
少
な
い
登
場
人
物
た
ち
の
言
葉
に
依
る
こ
と
な
く
、「
地

の
文
」
で
ど
こ
ま
で
感
覚
を
駆
使
し
て
登
場
人
物
た
ち
の
感
情
を
表
現
し

得
る
か
、
ま
た
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
感
情
を
、
少
な
い
言
葉
の

中
に
如
何
に
し
て
凝
縮
し
て
発
語
さ
せ
る
か
と
い
っ
た
こ
と
を
試
行
す
る

設
計
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
蛇
」
は
「
快
不
快
」
と
い
う
、

比
較
的
単
純
な
精
神
要
素
が
描
か
れ
て
い
る
小
品
だ
と
言
え
そ
う
だ
が
、

複
雑
に
と
ぐ
ろ
を
巻
く
人
間
心
理
、
そ
し
て
そ
の
起
源
と
も
な
る
感
覚
と

感
情
と
が
混
合
し
た
「
渦
」
が
浮
き
彫
り
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。

五
、「
暖
か
い
夢
」
―
科
学
的
・
心
理
学
的
描
写
に
よ
る
効
果
―

　

作
中
で
は
、
前
半
部
と
後
半
部
と
で
読
者
に
与
え
る
印
象
が
大
き
く
異

麗
な
流
れ
で
あ
る
」
田
の
水
も
「
底
か
ら
濁
」
り
な
が
ら
「
下
か
ら
泥
を

吹
き
上
げ
」、
頭
上
か
ら
も
雨
が
降
り
注
い
で
い
る
。
前
半
部
か
ら
、
触

覚
と
聴
覚
、
視
覚
に
対
す
る
不
快
感
を
喚
起
す
る
よ
う
な
表
現
が
徹
底
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
関
わ
り
の
深
い
心
理
学
的
枠
組
み
は
「
感
情
」
で
あ
ろ
う
。
感

情
は
心
理
学
上
「
主
観
的
要
素
」
に
該
当
し25

、
ヴ
ン
ト
は
感
情
の
志
向
性

を
「
快
不
快
」「
興
奮
的
及
ビ
沈
静
的
感
情
」「
緊
張
的
及
ビ
弛
緩
的
感

情
」
に
分
類
し
て
い
る26

。
快
・
不
快
は
感
情
の
原
理
の
一
種
と
し
て
捉
え

ら
れ
て
お
り
、「
蛇
」
で
重
要
な
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
反
復
さ
れ
て
い
る
。

　

語
り
手
は
随
所
に
お
い
て
、
視
覚
の
「
有
意
注
意
」
を
働
か
せ
て
い

る
。「
外
部
か
ら
来
る
所
の
刺
激
の
工
合
に
由
つ
て
注
意
が
移
り
行
く
」

「
無
意
注
意
」
と
は
異
な
り
、
外
部
の
刺
激
に
よ
ら
ず
「
思
想
系
統
に
よ

つ
て
」
注
意
が
「
支
配
」
さ
れ
「
注
意
の
支
配
」
が
「
外
部
の
刺
激
に
支

配
さ
れ
な
い
」
の
が
「
有
意
注
意
」
で
あ
る27

。「
雨
脚
」
が
「
次
第
に
黒0

く
な
る

0

0

0

」（
強
調
、
稿
者
）、「
河
の
色0

」（
強
調
、
稿
者
）
が
「
段
々
重
く

な
る
」
と
、
一
見
す
る
と
不
自
然
な
語
彙
が
組
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し

た
語
り
手
の
異
常
な
ま
で
の
視
神
経
の
使
い
方
は
、「
う
ま
く
懸
れ
ば
大

き
な
の
が
獲
れ
る
」
と
い
う
渦
巻
く
確
信
と
相
互
に
作
用
し
合
っ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
「
黒
い
雲
が
杉
の
梢
に
呼
び
寄
せ
ら
れ
て
奥
深
く
重
な
り
合
つ
て
ゐ

る
。
夫
れ
が
自
然
の
重
み
で
だ
ら
り
と
上
の
方
か
ら
下
つ
て
来
る
」
様
子

は
、「
叔
父
さ
ん
」、
そ
し
て
語
り
手
の
感
情
の
「
快
」
か
ら
「
不
快
」
へ

の
急
激
な
転
調
を
表
す
伏
線
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
作
中
で
語
り
手
と

「
叔
父
さ
ん
」
が
言
葉
を
口
に
す
る
回
数
は
四
回
し
か
な
い
上
、
い
ず
れ

も
ご
く
短
い
一
文
で
あ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
の
言
葉
に
も
、
快
と
不
快
、
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五
色
の
鱗
を
並
べ
た
程
、
小
さ
く
且
奇
麗
に
、
蠢
い
て
ゐ
た
。（
傍

線
、
稿
者
）

　

劇
場
と
思
わ
れ
る
場
所
に
お
け
る
、
色
の
鮮
や
か
さ
を
、
ま
さ
に
神
経

的
に
描
い
た
部
分
で
あ
る
。
よ
り
詳
細
に
分
析
し
て
み
る
と
、「
極
彩
色

の
濃
く
眼
に
應
へ
る
中
に
」「
鮮
や
か
な
金
箔
」
を
見
つ
け
「
胸
を
躍
ら

す
」
と
い
う
文
の
内
容
や
、「
奇
麗
に
」「
蠢
」
く
と
い
う
言
葉
の
選
択

に
、
や
や
不
自
然
さ
が
感
じ
ら
れ
、
こ
の
文
の
直
後
に
も
「
蠢
く
」
と
い

う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る29

。

　

こ
の
表
現
効
果
を
理
解
す
る
上
で
は
、
ヴ
ン
ト
の
「
感
覚
変
化
」
の

「
強
度
ノ
変
化30

」
に
関
す
る
記
述
が
、
具
体
的
な
資
料
と
し
て
手
掛
か
り

と
な
り
得
る
。
ヴ
ン
ト
は
「
中
庸
強
度
」、
す
な
わ
ち
通
常
心
地
良
い
と

感
じ
る
感
覚
強
度
を
「
中
性
帯
」
と
定
義
づ
け
、
そ
の
両
側
に
位
置
す
る

「
全
ク
反
対
ノ
性
質
ヲ
表
ス
」「
単
一
感
情
」
を
、
快
不
快
と
し
て
い
る31

。

　
　

 

先
ヅ
弱
キ
感
覚
ニ
於
テ
ハ
其
強
度
ヲ
増
加
ス
ル
ニ
従
ヒ
快
感
増
加
シ

テ
其
極
度
ニ
達
シ
、
或
ル
中
庸
ノ
感
覚
強
度
ニ
於
テ
ハ
其
感
情
全
ク

消
滅
ス
。
而
シ
テ
感
覚
ノ
強
度
ヲ
更
ニ
増
加
ス
ル
ト
キ
ハ
快
感
遂
ニ

不
快
感
ニ
移
転
シ
、
感
覚
ノ
最
大
点
ニ
達
ス
ル
マ
デ
其
不
快
感
増
加

ス
ベ
シ32

。（
傍
線
、
稿
者
）

　

過
度
な
外
的
刺
激
が
感
覚
器
官
に
加
わ
り
「
中
性
帯
」
を
越
え
る
こ
と

で
、
快
が
不
快
へ
転
移
す
る
。
感
覚
を
発
生
さ
せ
る
材
料
の
質
と
量
は
快

不
快
の
変
動
に
影
響
を
与
え
、
前
述
の
一
見
不
自
然
に
思
わ
れ
る
描
写
に

も
適
用
さ
れ
て
い
る
。

な
っ
て
い
る
。
前
半
部
で
は
「
倫
敦
」
の
街
並
み
を
歩
く
人
々
、
空
を
塞

ぐ
程
の
建
物
の
圧
迫
感
な
ど
に
揉
ま
れ
な
が
ら
、
意
図
せ
ず
巻
き
込
ま
れ

る
語
り
手
が
描
か
れ
て
い
る
。
語
り
手
が
あ
る
「
家
の
な
か
へ
逃
げ
込
ん

だ
」
後
に
続
く
後
半
部
で
は
、
前
半
部
と
は
対
照
的
に
、
色
彩
豊
か
な
周

囲
の
造
形
に
視
神
経
を
集
中
さ
せ
る
う
ち
に
、
次
第
に
美
麗
な
一
対
の
男

女
が
「
夢
」
の
如
く
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
一
連
の
語
り
の
流
れ
や

「
ガ
レ
リ
ー
」
と
い
う
記
述
か
ら
、
語
り
手
が
「
滑
り
込
ん
だ
」
の
は
劇

場
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
が
、
作
中
で
は
直
接
的
に
そ
の
語
を
用
い

る
こ
と
な
く
、
語
り
手
と
読
者
双
方
の
諸
感
覚
に
訴
え
か
け
る
形
で
描
写

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
紙
幅
の
都
合
上
、
後
半
部
に
着
目
す
る
。

　
「
ガ
レ
リ
ー
」
へ
の
場
面
転
換
と
共
に
、「
し
ば
ら
く
の
間
、
瞳
を
慣
ら

す
為
に
、
眼
を
ぱ
ち
〳
〵
さ
せ
」
て
い
る
が
、
前
半
部
と
は
対
照
的
に

「
澤
山
の
人
が
か
う
肩
を
幷
べ
て
ゐ
る
の
に
、
い
く
ら
澤
山
ゐ
て
も
、
一

向
苦
に
な
」
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
人
が
密
集
し
て
い
る
こ
と
か
ら
発
生

す
る
不
快
感
よ
り
も
、
新
た
な
場
や
与
え
ら
れ
た
暗
さ
と
い
っ
た
環
境
に

適
応
す
る
た
め
の
生
理
学
的
な
反
応
と
同
時
に
、
語
り
手
側
の
好
奇
心
が

上
回
っ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

 

自
分
は
上
を
見
た
。
上
は
大
穹
窿
の
天
井
で
極
彩
色
の
濃
く
眼
に
應

へ
る
中
に
、
鮮
や
か
な
金
箔
が
、
胸
を
躍
ら
す
程
に
、
燦
と
し
て
輝

い
た
。

　
　

 （
中
略
）
遙
の
下
は
、
絵
に
か
い
た
様
な
小
さ
な
人
で
埋
つ
て
ゐ

た
。
其
の
数
の
多
い
割
に
鮮
や
か
に
見
え
た
事
。
人
の
海
と
は
こ
の

事
で
あ
る
。
白
、
黒
、
黄
、
青
、
紫
、
赤
、
あ
ら
ゆ
る
明
か
な
色

が
、
大
海
原
に
起
る
波
紋
の
如
く
、
簇
然
と
し
て
、
遠
く
の
底
に
、
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な
い
も
の
の
、「
ぼ
う
つ
と
」「
薄
明
る
く
な
つ
て
来
」
て
お
り
「
慥
か
に

柔
か
な
光
を
受
け
て
居
る
な
と
意
識
出
来
る
位
に
な
る
」。
い
わ
ゆ
る

「
識
域
」
の
現
象
が
発
生
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
元
良
は
「
識
域
」

に
つ
い
て
、
視
覚
的
に
認
知
す
る
こ
と
が
限
り
な
く
困
難
な
闇
の
中
で

「
眼
前
に
何
か
在
る
と
思
ふ
た
所
」
と
説
明
す
る33

。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な

「
暗
室
に
少
し
の
光
線
を
入
れ
て
、
何
か
眼
前
に
在
る
な
と
云
ふ
こ
と
を

感
ず
る
と
き
の
其
の
光
線
の
分
量
を
指
し
て
絶
対
識
域
と
云
ふ
」
と
述
べ

る34

。
先
述
の
引
用
で
語
り
手
は
、
こ
の
「
絶
対
識
域
」
の
状
態
に
置
か
れ

て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
色
鮮
や
か
で
美
麗
な
男
女
が
登
場
す
る
と
い
う

の
ち
の
展
開
の
意
外
性
は
、
こ
の
「
絶
対
識
域
」
に
お
け
る
視
覚
機
能
の

発
揮
に
起
因
す
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
記
述
的
な
心
理
学
的
描
写
を
挿
入
し
た
場
面
も
含
め
、
本
小

品
全
体
か
ら
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
ッ
ト
が
見
出
さ
れ
得
る
の
か
、
探
っ
て
み

た
い
。

　

本
小
品
の
タ
イ
ト
ル
で
は
「
夢
」
と
い
う
語
が
選
択
さ
れ
て
い
る
。
ヴ

ン
ト
は
「
夢
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
　

 

記
憶
界
及
夢
界
は
一
様
に
視
の
観
念
に
依
て
司
配
せ
ら
る
、
聴
的
観

念
も
亦
起
る
者
な
り
、
他
の
感
官
に
直
接
に
外
部
よ
り
刺
激
せ
ら

る
ゝ
時
の
外
は
一
と
し
て
或
著
し
き
度
に
て
夢
材
料
を
供
給
せ
ざ
る

な
り
、
元
よ
り
視
及
聴
の
場
合
に
依
て
も
、
直
接
な
る
外
部
激
発
あ

る
こ
と
あ
り
、
而
し
て
実
に
夢
観
念
は
此
の
方
法
に
て
興
起
せ
ら

る
ゝ
こ
と
一
般
に
仮
定
せ
ら
る
ゝ
よ
り
も
遙
に
多
き
こ
と
疑
ふ
可
ら

ざ
ら
ん
、
夢
界
に
於
て
視
的
観
念
の
卓
越
は
、
単
に
記
憶
上
視
の
甚

だ
緊
要
な
る
に
あ
り
と
す
べ
き
の
み
な
ら
ず
、
又
他
の
感
覚
機
関
よ

　

さ
ら
に
、
少
々
引
用
が
長
く
な
る
が
、
極
め
て
心
理
学
的
な
要
素
を
彷

彿
と
さ
せ
る
描
写
が
続
く
部
分
を
抜
粋
す
る
。
先
の
引
用
の
直
後
、「
自

分
」
が
本
格
的
に
演
劇
と
思
わ
れ
る
舞
台
の
始
ま
っ
て
ゆ
く
様
子
を
丹
念

に
観
察
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。

　
　

 

其
の
時
此
の
蠢
く
も
の
が
、
ぱ
つ
と
消
え
て
、
大
き
な
天
井
か
ら
、

遙
か
の
谷
底
迄
一
度
に
暗
く
な
つ
た
。
今
迄
何
千
と
な
く
居
な
ら
ん

で
ゐ
た
も
の
は
闇
の
中
に
葬
ら
れ
た
ぎ
り
、
誰
あ
つ
て
声
を
立
て
る

も
の
が
な
い
。
恰
も
此
の
大
き
な
闇
に
、
一
人
残
ら
ず
其
の
存
在
を

打
ち
消
さ
れ
て
、
影
も
形
も
な
く
な
つ
た
か
の
如
く
に
寂
と
し
て
ゐ

る
。
と
、
思
ふ
と
、
遙
か
の
底
の
、
正
面
の
一
部
分
が
四
角
に
切
り

抜
か
れ
て
、
闇
の
中
か
ら
浮
き
出
し
た
様
に
、
ぼ
う
つ
と
何
時
の
間

に
や
ら
薄
明
る
く
な
つ
て
来
た
。
始
め
は
、
た
ゞ
闇
の
段
取
が
違
ふ

丈
の
事
と
思
つ
て
ゐ
る
と
、
そ
れ
が
次
第
々
々
に
暗
が
り
を
離
れ
て

く
る
。
慥
か
に
柔
か
な
光
を
受
け
て
居
る
な
と
意
識
出
来
る
位
に
な

つ
た
時
、
自
分
は
霧
の
様
な
光
線
の
奥
に
、
不
透
明
な
色
を
見
出
す

事
が
出
来
た
。
其
の
色
は
黄
と
紫
と
藍
で
あ
つ
た
。
や
が
て
、
そ
の

う
ち
の
黄
と
紫
が
動
き
出
し
た
。
自
分
は
両
眼
の
視
神
経
を
疲
れ
る

迄
緊
張
し
て
、
此
の
動
く
も
の
を
瞬
き
も
せ
ず
凝
視
て
居
た
。
靄
は

眼
の
底
か
ら
忽
ち
晴
れ
渡
つ
た
。
遠
く
の
向
ふ
に
、
明
か
な
日
光
の

暖
か
に
照
り
輝
く
海
を
控
へ
て
、
黄
な
上
衣
を
着
た
美
し
い
男
と
、

紫
の
袖
を
長
く
牽
い
た
美
し
い
女
が
、
青
草
の
上
に
、
判
然
あ
ら
は

れ
て
来
た
。（
傍
線
、
稿
者
）

　

一
斉
に
闇
が
広
が
り
、
始
め
は
明
る
く
な
り
つ
つ
あ
る
と
認
識
し
て
い



― 24 ―

い
る
が36

、
こ
う
し
た
あ
る
種
科
学
者
的
（
ま
た
は
心
理
学
者
的
）
描
写
を

見
て
の
こ
と
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
語
り
手
が
優
れ

た
感
覚
・
知
覚
の
受
容
者
・
変
換
者
で
あ
る
か
ら
こ
そ
可
能
な
「
業
」
と

も
言
え
る
。「
暖
か
い
夢
」
前
半
部
で
は
、
優
れ
た
知
覚
の
才
を
有
し
て

い
る
が
故
に
も
た
ら
さ
れ
る
不
幸
が
、
反
対
に
後
半
部
で
は
、
そ
の
感
覚

の
襞
の
細
か
さ
が
語
り
手
に
与
え
る
「
暖
か
さ
」
や
快
感
が
、
そ
れ
ぞ
れ

表
現
さ
れ
て
い
る
と
関
連
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

六
、「
心
」
―
「
意
志
」
の
昏
さ
と
「
前
―
存
在
」
と
し
て
の
「
無
意
識
」
―

　
「
心
」
は
、
前
半
部
で
は
語
り
手
と
「
ま
だ
見
た
事
の
な
い
」
小
鳥
と

の
交
流
や
そ
れ
に
伴
い
発
生
す
る
語
り
手
の
無
意
識
下
の
現
象
、
後
半
部

で
は
語
り
手
が
散
歩
の
途
中
で
あ
る
「
女
」
に
出
逢
い
、
前
半
部
の
小
鳥

の
想
念
と
共
に
「
女
」
の
後
を
ど
こ
ま
で
も
追
随
し
て
ゆ
く
。
ま
さ
に
心

理
学
で
研
究
す
る
対
象
で
あ
る
と
こ
ろ
の
人
間
の
「
心
」
と
い
う
言
葉
を

冠
し
た
題
名
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
心
」
と
い
う
題
に
付
さ

れ
た
同
時
代
的
意
義
の
大
き
さ
、
お
よ
び
後
期
の
作
品
に
も
連
綿
と
継
承

さ
れ
る
要
素
が
、
例
え
ば
漱
石
の
女
性
像
や
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
見
出
そ

う
と
す
る
試
み
に
よ
っ
て
見
落
と
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
「
心
」
全
体
を
心
理
学
的
見
地
に
立
っ
て
俯
瞰
す
る
た
め
、
ジ
ェ
ー
ム

ズ
の
「
知
覚
」
の
説
明
を
見
て
み
る
と
「
感
官
に
実
現
し
た
る
或
る
特
殊

な
る
実
質
的
事
物
の
意
識37

」
と
あ
る
。
と
す
れ
ば
、「
心
」
と
い
う
「
事

物
の
観
念
」
が
「
鳥
」
に
触
れ
る
と
い
う
触
覚
的
経
験
か
ら
得
ら
れ
た
感

覚
、「
女
」
を
見
た
と
い
う
視
覚
的
経
験
か
ら
得
ら
れ
た
感
覚
に
よ
っ
て

「
知
覚
」
さ
れ
た
物
語
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
元
良
は
「
刺
激

り
も
微
弱
な
る
外
界
刺
激
物
の
、
連
続
的
作
業
に
一
層
能
く
適
せ

る
、
眼
の
特
殊
な
る
性
質
に
依
る
に
あ
り
と
せ
ら
る
べ
き
も
の
あ
ら

ん35

（
傍
線
、
稿
者
）

　

こ
の
、
夢
に
お
け
る
視
覚
機
能
の
優
位
性
に
つ
い
て
の
解
説
は
、「
両

眼
の
視
神
経
を
疲
れ
る
迄
緊
張
し
て
、
此
の
動
く
も
の
を
瞬
き
も
せ
ず
凝

視
て
居
た
」
と
い
う
部
分
は
、「
蛇
」
に
お
け
る
「
瞬
も
せ
ず
に
、
水
際

迄
浸
つ
た
叔
父
さ
ん
の
手
首
の
動
く
の
を
待
つ
て
ゐ
た
」
語
り
手
の
姿
を

想
起
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
る
。
特
に
「
暖
か
い
夢
」
に
つ
い
て
は
、
夢
と

現
実
の
双
方
で
、
人
間
（
自
己
）
や
世
界
へ
の
認
識
を
決
定
づ
け
る
た
め

の
、
極
め
て
重
要
な
感
覚
器
官
と
し
て
の
視
覚
を
熟
知
し
て
い
る
こ
と
が

窺
え
る
。

　

以
上
を
概
観
し
た
時
、
小
説
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
評
説
文
や
科
学
的

な
文
章
の
よ
う
な
特
色
の
方
が
色
濃
く
現
れ
て
い
る
。
劇
場
に
赴
き
、
そ

こ
で
様
々
な
色
や
美
し
い
役
者
を
目
に
し
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
小

説
用
の
プ
ロ
ッ
ト
で
は
な
く
、
瞬
間
ご
と
に
語
り
手
が
感
覚
過
敏
に
な
り

な
が
ら
感
じ
て
い
る
気
分
や
情
景
を
あ
る
が
ま
ま
に
書
い
て
い
る
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
る
。
文
学
的
で
抽
象
的
な
叙
述
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
う
し
た

記
述
的
・
科
学
的
な
心
理
学
的
表
現
へ
と
拡
張
さ
せ
る
こ
と
で
、
語
り
手

が
感
じ
た
人
間
存
在
の
暖
か
さ
や
重
み
の
切
実
さ
を
、
よ
り
効
果
的
に
描

写
し
よ
う
と
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）

年
九
月
二
四
日
、『
東
京
朝
日
新
聞
』「
文
芸
欄
」
に
愚
徳
と
名
乗
る
人
物

が
「
い
ろ
草
」
に
お
い
て
「
実
の
世
界
」
を
「
其
儘
に
描
き
上
げ
る
と
い

う
点
に
於
て
、
感
情
的
な
る
よ
り
も
理
性
的
な
る
点
に
於
て
、
心
よ
り
も

形
を
取
ら
ん
と
す
る
点
に
於
て
、
一
箇
の
ナ
チ
ユ
ラ
リ
ス
ト
」
だ
と
し
て
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四
つ
が
内
在
す
る
と
説
明
す
る
。

　
　

 （
一
）
心
意
の
各
状
態
は
人
格
的
意
識
の
一
部
と
な
る
べ
き
傾
向
を
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有
す
る
事

0
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（
二
）
人
格
的
意
識
の
諸
状
態
は
絶
え
ず
変
化
し
つ
ゝ
あ
る
事
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（
三
）
人
格
的
意
識
は
連
綿
と
し
て
相
継
続
す
る
事

0
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0

0

0

0

0
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0

0

0

0

0
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。

　
　

 （
四
）
人
格
的
意
識
は
常
に
其
対
象
中
の
或
る
者
を
歓
迎
し
、
或
る
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者
を
拒
斥
し
つ
ゝ
あ
り
、
単
言
す
れ
ば
其
対
象
を
選
択
し
つ
ゝ
あ
る
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0
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0
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0

0

0

事0

40。

　

意
識
に
は
「
選
択
0

0

」
性
が
働
い
て
い
る
こ
と
、「
絶
え
ず
変
化

0

0

0

0

0

」
し
続

け
る
「
連
綿
と
し

0

0

0

0

」
た
「
流
れ
」
と
し
て
の
性
質
が
あ
る
こ
と
に
着
目
し

て
い
る
点
で
、
ヴ
ン
ト
の
「
同
時
連
結
」
や
「
継
続
連
結
」
の
定
義
と
は

一
線
を
画
し
て
い
る
。（
四
）
の
性
質
は
以
下
の
よ
う
に
詳
述
さ
れ
て
い

る
。

　
　

 

吾
人
の
感
覚
機
関
な
る
も
の
は
、
外
界
刺
激
中
に
て
其
自
身
に
適
合

す
る
も
の
ば
か
り
を
摘
採
し
て
、
吾
人
の
意
識
界
に
感
覚
を
供
給
す

る
も
の
な
る
に
次
ぎ
て
、
他
方
に
於
て
吾
人
の
注
意
は
更
に
此
く
選

択
さ
れ
た
る
感
覚
中
の
或
る
も
の
を
有
価
値
と
し
て
之
を
捕
へ
、
而

し
て
他
の
も
の
を
無
価
値
と
し
て
之
を
放
縦
す
。
即
ち
吾
人
は
実
用

上
又
は
審
美
上
、
吾
人
に
興
味
あ
る
所
の
事
物
の
記
号
た
る
べ
き
所

の
感
覚
ば
か
り
に
注
意
し
て
、
此
を
重
視
し
此
に
独
立
的
位
置
を
帰

し
、
此
に
一
定
の
実
体
的
名
称
を
附
与
す41

。（
傍
線
、
稿
者
）

の
性
質
」
が
「
非
分
化
的
」
な
触
覚
や
皮
膚
感
覚
が
「
一
般
感
覚
」
と
深

く
関
連
す
る
感
覚
だ
と
述
べ
る38

。
さ
ら
に
「
湯
上
り
の
手
拭
い
」
や
「
日

の
目
の
多
い
春
の
町
」、「
か
ん
か
ん
」
と
「
古
い
」「
春
の
鼓
」
を
敲
く

音
、「
真
白
に
咲
い
た
梅
の
花
」
と
、
触
覚
や
聴
覚
、
視
覚
、
嗅
覚
、
す

な
わ
ち
元
良
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
特
殊
感
覚
」
の
描
写
か
ら
冒
頭
部
が
始

ま
る
。
一
般
・
特
殊
双
方
の
感
覚
が
両
輪
と
な
り
、「
自
分
」
と
「
小

鳥
」、
そ
し
て
「
女
」
と
い
う
役
者
が
次
第
に
揃
っ
て
ゆ
く
。

　

作
中
屈
指
の
不
可
解
な
場
面
は
、
語
り
手
が
小
鳥
に
向
か
っ
て
「
半
ば

無
意
識
に
右
手
を
」
差
し
出
し
た
後
の
、
次
の
場
面
で
あ
ろ
う
。

　
　

 

自
分
は
其
の
時
丸
味
の
あ
る
頭
を
上
か
ら
眺
め
て
、
此
の
鳥
は
…
…

と
思
つ
た
。
然
し
此
の
鳥
は
…
…
の
後
は
ど
う
し
て
も
思
ひ
出
せ
な

か
つ
た
。
た
ゞ
心
の
底
の
方
に
其
の
後
が
潜
ん
で
ゐ
て
、
総
体
を
薄

く
暈
す
様
に
見
え
た
。
此
の
心
の
底
一
面
に
煮
染
ん
だ
も
の
を
、
あ

る
不
可
思
議
の
力
で
、
一
所
に
集
め
て
判
然
と
熟
視
し
た
ら
、
其
の

形
は
、
―
―
矢
つ
張
り
此
の
時
、
此
の
場
に
、
自
分
の
手
の
う
ち
に

あ
る
鳥
と
同
じ
色
の
同
じ
物
で
あ
つ
た
ら
う
と
思
ふ
。（
傍
線
、
稿

者
）

　

右
の
引
用
は
、
明
ら
か
に
「
意
識
」
の
概
念
を
用
い
た
心
理
学
的
表
現

で
あ
る
。「
意
識
」
の
心
理
学
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
見
る
と
、
例
え
ば

ヴ
ン
ト
は
「
意
識
」
に
つ
い
て
、「
視
覚
」
に
よ
る
「
知
覚
」、
お
よ
び
そ

れ
を
可
能
に
す
る
「
観
察
」
を
重
視
し
、「
意
識
ナ
ル
概
念
ヲ
成
ス
所
ノ

精
神
進
行
ノ
連
結
ハ
、
同
時
連
結
ナ
ル
カ
或
ハ
継
続
連
結
ナ
ル
カ
ナ
リ
」

と
い
う
定
義
を
提
示
し
て
い
た39

。
一
方
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
意
識
に
は
次
の
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い
た
梅
」
と
比
較
し
た
時
、
全
く
対
照
的
で
あ
る
点
を
見
過
ご
す
こ
と
は

で
き
な
い
。
冒
頭
部
の
視
覚
・
聴
覚
・
嗅
覚
・
触
覚
、
す
な
わ
ち
一
般
・

特
殊
諸
感
覚
に
よ
っ
て
結
合
し
た
表
象
を
白
さ
や
明
る
さ
と
す
れ
ば
、

「
心
の
底
一
面
に
煮
染
ん
だ
も
の
を
、
あ
る
不
可
思
議
の
力
で
、
一
所
に

集
め
て
判
然
と
熟
視
」
し
た
「
小
鳥
」
の
イ
マ
ー
ジ
ュ
と
も
形
容
す
べ
き

「
無
意
識
」
的
印
象
、
そ
の
後
の
衝
動
的
な
「
鳥
」
へ
の
所
有
欲
は
「
暈
」

し
や
「（
春
の
）
日
陰
」
な
ど
、
昏
さ
の
象
徴
と
さ
れ
る
兆
し
が
見
え

る
。
力
的
な
も
の
、
す
な
わ
ち
「
意
志
」
が
芽
生
え
機
能
し
て
い
る
こ
と

を
鑑
み
る
と
、
小
品
「
心
」
を
通
し
て
、
こ
の
「
意
志
」
の
働
き
の
「
昏

さ
」、
そ
し
て
「
ど
こ
迄
も
」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
無
限
性
を
強
調
し

よ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
あ
る
不
可
思
議
の
力0

」（
強
調
、
稿

者
）
は
、「
意
志
」
に
お
け
る
力
的
作
用
を
思
わ
せ
る
表
現
で
も
あ
る
。

七
、
明
治
期
中
後
期
心
理
学
に
お
け
る
『
永
日
小
品
』
の
読
み
の
可
能
性

　

漱
石
は
『
文
学
論
』
に
お
い
て
「
認
識
的
要
素
（
Ｆ
）
と
情
緒
的
要
素

（
ｆ
）
と
の
結
合
」
す
な
わ
ち
「（
Ｆ
＋
ｆ
）」
を
定
式
化
し
、「
文
学
的
内

容
の
形
式
」
を
提
示
し
て
い
る43

。
心
理
学
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、〈
感
情
〉

に
焦
点
化
し
『
文
学
論
』
の
構
想
を
指
摘
す
る
木
戸
浦
（
二
〇
一
四
）
の

研
究
が
あ
る
が44

、『
文
学
論
』
で
は
「
感
情
」
と
「
情
緒
」
が
必
ず
し
も

明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い45

。
両
者
の
関
係
性
を
同
時
代
の

心
理
学
的
文
脈
か
ら
照
射
す
る
こ
と
は
、
新
た
な
見
解
の
端
緒
を
導
出
す

る
こ
と
に
繋
が
り
得
る
。

　

ヴ
ン
ト
に
よ
れ
ば
「
感
情
ナ
ル
語
ハ
主
ト
シ
テ
比
較
上
緩
慢
ナ
ル
進
行

及
ビ
り
ず
む
ノ
感
情
ノ
如
ク
」
規
則
的
な
「
時
間
的
進
行
」
に
お
い
て

　

現
代
で
我
々
が
指
す
と
こ
ろ
の
「
意
識
」
の
意
味
感
覚
と
近
い
。「
心
」

の
語
り
手
に
と
っ
て
「
ま
だ
見
た
事
の
な
い
鳥
」
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
ど
こ
か
で
見
た
こ
と
が
あ
る
気
が
す
る
と
い
う
「
デ
ジ
ャ
ヴ
ュ
ー
」

に
類
似
し
た
奇
妙
な
感
情
が
「
心
の
底
の
方
」
す
な
わ
ち
無
意
識
と
思
わ

れ
る
層
の
中
で
蠢
い
て
い
る
。「
心
」、
す
な
わ
ち
精
神
活
動
の
不
断
の
形

成
過
程
そ
の
も
の
を
描
い
た
よ
う
で
も
あ
る
。
前
述
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
引

用
と
照
合
す
る
に
、
こ
の
小
鳥
の
擬
似
記
憶
や
表
象
は
語
り
手
に
と
っ

て
、
そ
れ
ま
で
自
身
が
経
験
し
て
き
た
中
で
も
「
有
価
値
」
な
感
覚
や
感

情
を
「
選
択
」
し
て
「
凝
縮
」
し
た
結
果
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
作
中
の
小
鳥
は
語
り
手
が
「
独
立
的
位
置
」
を
付
加
し

「
一
定
の
実
体
的
名
称
を
附
与
」
す
る
前
の
段
階
の
、
極
め
て
セ
ン
シ

テ
ィ
ブ
な
立
ち
位
置
に
在
る
存
在
、
い
わ
ば
「
前
―
存
在
」
と
で
も
換
言

し
得
る
も
の
だ
と
言
え
る
。
こ
の
凝
縮
の
過
程
・
作
用
は
、
文
中
で
は

「
あ
る
不
可
思
議
の
力
」
と
文
学
的
に
置
換
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ

り
そ
れ
ま
で
形
成
さ
れ
て
き
た
自
身
の
意
識
と
い
う
不
確
実
性
に
も
迫
ろ

う
と
し
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
小
鳥
は
「
存
在
の
危
う
さ
」
と

い
う
ア
ポ
リ
ア
の
自
覚
へ
と
語
り
手
を
導
い
た
も
の
だ
と
考
え
る42

。

　
「
自
分
」
が
「
露
次
の
中
」
へ
と
入
り
込
み
「
女
」
に
追
随
し
て
ゆ
く

場
面
で
は
「
黒
い
暖
簾
」
や
「
頭
を
掠
め
る
位
」
の
「
軒
燈
」、「
真
黒
な

土
蔵
の
壁
」
な
ど
、
黒
さ
の
色
調
や
暗
さ
に
関
す
る
表
現
が
続
い
て
ゆ

く
。「
不
断
の
自
分
な
ら
躊
躇
す
る
位
に
細
く
て
薄
暗
い
」
に
も
関
わ
ら

ず
、「
自
分
」
は
「
女
の
黙
つ
て
思
惟
す
る
儘
に
」「
露
次
の
な
か
を
鳥
の

様
に
ど
こ
迄
も
跟
い
て
行
」
く
。「
女
」
に
対
し
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
を
抱

い
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
相
応
し
い
明
る
い
表
現
を
用
い
る
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
「
日
の
目
の
多
い
春
の
町
」
や
「
頭
の
上
に
真
白
に
咲
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を
求
め
る
為
め
で
な
く
て
は
な
る
ま
い
と
思
ふ48

。

　

右
記
の
漱
石
の
記
述
か
ら
は
、
人
間
の
感
覚
の
生
成
に
対
す
る
実
直
な

眼
差
し
が
窺
え
る
。
感
覚
と
は
必
ず
し
も
美
し
く
「
快
」
の
感
情
を
喚
起

す
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
醜
怪
で
「
不
快
」
感
が
充
溢
し
て
い
る
場

合
の
方
が
多
い
。
感
情
の
源
泉
と
な
る
混
沌
と
し
た
快
不
快
か
ら
、
如
何

に
し
て
統
一
的
な
「
情
緒
」
が
方
向
づ
け
ら
れ
、
人
間
存
在
が
浮
き
彫
り

に
な
る
の
か
と
い
う
、
い
わ
ば
「
感
覚
受
信
器
」
か
ら
「
人
間
」
に
な
る

ま
で
の
過
程
を
描
く
足
場
掛
け
と
し
て
『
永
日
小
品
』
が
構
想
さ
れ
た
こ

と
が
推
測
さ
れ
る
。

八
、「
小
品
」
と
同
時
代
心
理
学
の
共
振

　

ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
「
小
品
」
興
隆
の
大
き
な
一
助
を
担
っ
た
と
さ
れ

る
文
学
者
・
真
山
青
果
と
水
野
葉
舟
は
、
松
原
至
文
編
『
小
品
文
範
』

（
新
潮
社
、
一
九
〇
九
年
）
に
て
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
よ
う
に
所
感
を
述

べ
て
い
る
。

　
　
真
山
青
果
「
小
品
文
の
立
場
」（
一
九
〇
九
年
）

　
　

 

小
品
文
と
云
ふ
も
の
は
、
極
ピ
ユ
ー
ア
な
感
情
の
瞬
時
の
閃
き
を
、

極
め
て
短
か
き
形
の
内
に
、
最
も
鋭
く
表
は
す
も
の
で
あ
る49

。（
傍

線
、
稿
者
）

　
　

水
野
葉
舟
「
経
験
の
上
に
立
ち
て
一
言
す
」（
一
九
〇
九
年
）

　
　

 

何
で
も
な
い
、
小
さ
な
出
来
事
に
対
し
て
、
人
間
が
感
ず
る
ム
ー

「
中
庸
ノ
強
度
」
を
保
ち
続
け
る
心
理
現
象
を
指
す
と
い
う46

。
こ
れ
に
対

し
「
感
情
ノ
時
間
的
系
列
結
合
シ
テ
複
合
進
行
ト
ナ
リ
一
個
ノ
全
体
ト
シ

テ
之
ニ
先
立
ツ
進
行
及
ビ
之
ニ
従
フ
進
行
ヨ
リ
分
レ
、
且
一
般
ニ
一
個
ノ

感
情
ヨ
リ
モ
主
観
ニ
於
ケ
ル
強
度
ノ
影
響
大
ナ
ル
時
」「
此
感
情
ノ
統
一

的
進
行
ヲ
情
緒
」
と
し
て
い
る47

。
す
な
わ
ち
後
者
に
お
い
て
は
、
複
数
の

同
質
な
い
し
異
質
の
感
情
が
結
合
し
、
感
情
を
知
覚
す
る
主
体
に
よ
り
強

い
影
響
を
与
え
る
統
一
的
心
理
作
用
が
働
く
と
要
略
さ
れ
る
。「
叔
父
さ

ん
」
の
不
快
の
念
の
連
鎖
が
、
落
胆
や
憎
悪
と
い
っ
た
情
緒
を
生
み
出
し

（「
蛇
」）、
語
り
手
の
感
官
が
主
体
に
穏
や
か
な
安
ら
ぎ
を
与
え
（「
暖
か

い
夢
」）、
外
界
を
受
動
的
に
知
覚
す
る
だ
け
で
な
く
、
無
意
識
層
や
意
志

を
自
覚
す
る
（「
心
」）。
こ
れ
ら
作
中
の
心
理
活
動
の
描
写
は
、
語
り
手

を
感
情
と
情
緒
発
起
の
中
間
で
揺
れ
動
く
不
安
定
な
存
在
と
し
て
位
置
付

け
て
い
る
と
考
察
で
き
る
。

　

翻
っ
て
一
九
〇
六
年
十
月
二
六
日
の
鈴
木
三
重
吉
宛
書
簡
に
お
い
て
、

漱
石
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

 

吾
人
の
世
に
立
つ
所
は
キ
タ
ナ
イ
者
で
も
、
不
愉
快
な
も
の
で
も
、

イ
ヤ
な
も
の
で
も
一
切
避
け
ぬ
否
進
ん
で
其
内
へ
飛
び
込
ま
な
け
れ

ば
何
に
も
出
来
ぬ
と
い
ふ
事
で
あ
る
。

　
　

 

只
き
れ
い
に
う
つ
く
し
く
暮
ら
す
即
ち
詩
人
的
に
く
ら
す
と
い
ふ
事

は
生
活
の
意
義
の
何
分
一
か
知
ら
ぬ
が
矢
張
り
極
め
て
僅
小
な
部
分

か
と
思
ふ
。（
中
略
）

　
　

 

文
学
者
は
ノ
ン
キ
に
、
超
然
と
、
ウ
ツ
ク
シ
が
つ
て
世
間
と
相
遠
か

る
様
な
小
天
地
ば
か
り
に
居
れ
ば
そ
れ
ぎ
り
だ
が
大
き
な
世
界
に
出

れ
ば
只
愉
快
を
得
る
為
め
だ
抔
と
は
云
ふ
て
居
ら
れ
ぬ
進
ん
で
苦
痛
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も
の
の
、「
実
験
工
房
」
と
い
う
語
に
は
閉
鎖
性
が
内
包
さ
れ
て
い
る
。

漱
石
は
そ
う
し
た
閉
鎖
的
な
空
間
で
は
な
く
、
文
芸
界
の
「
小
品
」
流
行

と
い
う
読
者
に
開
か
れ
た
空
間
に
お
い
て
「
実
験
」
を
し
た
と
付
言
で
き

る
。

九
、
今
後
の
展
望

　

以
上
、『
永
日
小
品
』
内
の
具
体
的
な
三
作
品
と
共
に
、
作
中
に
用
い

ら
れ
た
心
理
学
的
描
写
、
お
よ
び
そ
こ
か
ら
推
測
さ
れ
得
る
『
永
日
小

品
』
の
新
た
な
読
み
に
つ
い
て
、「
小
品
」
と
心
理
学
の
関
係
性
の
素
描

を
主
軸
に
据
え
、
論
じ
て
き
た
。
心
理
学
的
知
見
を
本
格
的
に
文
学
に
組

み
込
ん
だ
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
「
小
品
」
に
つ
い
て
、
他
作
家
の
状
況
も

考
慮
に
入
れ
た
更
な
る
考
察
が
必
要
と
な
る
が
、
そ
れ
は
別
稿
に
譲
る
こ

と
と
し
た
い
。

（
補
記
）
本
稿
は
、
二
〇
二
二
年
十
月
一
日
に
開
催
さ
れ
た
、
筑
波
大
学
日
本
語
日
本
文

学
会 

第
四
五
回
大
会
に
お
け
る
稿
者
の
口
頭
発
表
「『
永
日
小
品
』
心
理
学
的
探
究
―
同

時
代
の
心
理
学
を
視
座
と
し
て
―
」
を
骨
子
と
し
つ
つ
、
そ
こ
か
ら
の
追
加
調
査
を
経
て

加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
注
】

1　

 

藤
井
淑
禎
『
小
説
の
考
古
学
へ
―
心
理
学
・
映
画
か
ら
見
た
小
説
技
法
史
―
』
名
古

屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年

2　

 

馬
場
美
佳
『「
小
説
家
」
登
場
―
尾
崎
紅
葉
の
明
治
二
〇
年
代
』
笠
間
書
院
、

二
〇
一
一
年
、
二
二
頁

3　

 

樗
陰
生
「
已
酉
文
壇
概
観
（
評
論
）」（『
中
央
公
論
』）
中
島
国
彦
・
曾
根
博
義
・
池

ド
、
そ
れ
を
書
い
て
み
た
い50

。（
傍
線
、
稿
者
）

　

美
的
な
対
象
を
見
据
え
「
美
文
」
で
写
実
的
に
執
筆
す
る
と
い
う
形
式

が
基
本
姿
勢
と
さ
れ
た
近
代
小
品
は
、
日
常
に
潜
む
、
自
明
と
さ
れ
て
い

る
種
々
雑
多
の
生
々
し
い
感
覚
の
誕
生
の
瞬
間
、
そ
う
し
た
感
覚
が
知
覚

や
観
念
、
概
念
な
ど
様
々
な
形
に
変
化
す
る
一
瞬
と
の
対
峙
を
描
写
す
る

上
で
適
切
な
媒
体
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

さ
ら
に
藤
井
が
明
治
四
二
年
を
「
感
覚
描
写
元
年51

」
と
し
て
提
示
し
て

い
る
点
も
、
当
時
の
読
者
層
へ
の
心
理
学
啓
蒙
が
進
ん
で
い
た
背
景
を
加

味
す
れ
ば
偶
然
の
一
致
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
明
治
四
〇
年
代
は
、
ア

カ
デ
ミ
ズ
ム
の
外
へ
心
理
学
を
普
及
し
よ
う
と
す
る
運
動
が
拡
張
し
、
一

般
民
衆
の
心
理
学
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
を
見
せ
る
時
期
で
も
あ
っ

た52

。

　

作
品
の
プ
ロ
ッ
ト
や
物
語
構
造
と
い
う
よ
り
も
、
人
間
の
感
情
の
機
微

や
「
ム
ー
ド
」
の
動
き
そ
の
も
の
に
着
目
し
、
科
学
的
分
析
を
試
み
る
心

理
学
的
特
性
と
、
小
品
自
体
が
内
包
す
る
多
層
性
と
が
、
明
治
三
〇
年
代

か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て
の
「
小
品
」
ジ
ャ
ン
ル
の
趨
勢
を
形
成
し
て

い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
漱
石
に
限
ら
ず
同
時
代
の
作
家
に
と
っ
て
、

「
小
品
」
は
未
分
化
的
語
り
手
を
描
く
の
に
都
合
が
良
か
っ
た
と
も
言
え

る
。
読
者
側
に
も
、
想
像
力
で
補
完
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
曖
昧
な
「
前

―
存
在
」
を
堪
能
す
る
「
余
白
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。
両
者
の
相
互
作
用

に
よ
っ
て
「
小
品
」
が
当
世
風
の
文
芸
的
趣
味
と
な
っ
て
ゆ
き
、
さ
ら
に

こ
の
背
景
に
は
豊
穣
な
心
理
学
的
ス
キ
ー
マ
・
語
彙
も
共
有
さ
れ
て
い
た

可
能
性
を
一
考
す
る
価
値
は
十
分
に
あ
る
。

　

芳
賀
（
一
九
九
七
）
の
「
実
験
工
房53

」
は
正
鵠
を
射
た
表
現
で
は
あ
る
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ま
で
―
」『
英
語
青
年
』
第
一
四
二
巻
第
三
号
、
一
九
九
六
年
、
七
‐
九
頁

17　

 

斎
藤
芳
子
「「
永
日
小
品
」
再
考
―
そ
の
存
在
意
義
を
巡
っ
て
―
」『
会
誌
』
第
九

巻
、
一
九
九
〇
年
、
二
四
頁

18　

 

朴
裕
河
「
漱
石
の
〈
感
覚
〉
表
現
に
つ
い
て
―
『
永
日
小
品
』
を
中
心
に
―
」『
文

芸
と
批
評
』
第
七
巻
第
四
号
、
一
九
九
一
年
、
三
八
‐
四
七
頁

19　

 

佐
々
木
英
昭
「「
暗
示
」
実
験
と
し
て
の
漱
石
短
篇
―
「
一
夜
」「
京
に
着
け
る
夕
」

『
永
日
小
品
』
の
深
層
―
」『
日
本
近
代
文
学
』
第
七
六
巻
、
二
〇
〇
七
年
、
三
二
‐

四
五
頁

20　

 

こ
の
「
小
品
」
の
多
様
性
や
包
摂
性
に
つ
い
て
、
木
股
（
二
〇
〇
六
）
は
次
の
五
類

型
に
大
別
し
て
い
る
（
木
股
知
史
編
『
明
治
大
正
小
品
選
』
お
う
ふ
う
社
、

二
〇
〇
六
年
、
一
六
〇
頁
よ
り
）。

　
　
　
　

①
随
想
や
紀
行
、
日
記
的
な
散
文

　
　
　
　

②
美
文
か
ら
流
れ
る
抒
情
的
な
散
文

　
　
　
　

③
写
生
文
に
つ
な
が
る
細
部
の
表
現
に
工
夫
の
あ
る
散
文

　
　
　
　

④
創
作
の
種
子
的
な
も
の
や
、
掌
編
小
説
、
短
編
小
説
的
な
作
品

　
　
　
　

⑤
散
文
詩
に
近
接
し
、
詩
的
な
散
文
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
た
も
の

21　

高
島
平
三
郎
『
心
理
漫
筆
』
開
発
社
、
一
八
九
八
年
、
四
‐
六
頁

　
　

 

な
お
、
何
を
以
て
「
新
心
理
（
学
）」
と
呼
称
す
る
か
は
、
研
究
の
文
脈
や
研
究
者

に
よ
り
差
異
が
あ
る
。
例
え
ば
大
芦
（
二
〇
一
六
）
は
、
ド
イ
ツ
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ

と
「
輸
入
」
さ
れ
た
心
理
学
を
「“
新
”
心
理
学
（new

 psychology

）」
と
し
て
い

る
（
大
芦
治
『
心
理
学
史
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
一
六
、
五
三
頁
）。
本
稿
に

お
い
て
は
あ
く
ま
で
日
本
に
お
け
る
心
理
学
の
受
容
と
普
及
に
焦
点
化
し
て
い
る
た

め
、
こ
こ
で
は
高
島
の
『
心
理
漫
筆
』
に
て
定
義
づ
け
ら
れ
て
い
る
「
新
心
理
」
学

を
採
用
す
る
。

22　

松
本
孝
次
郎
『
普
通
心
理
学
講
義
』
岡
崎
屋
書
店
、
一
八
九
八
年
、
一
頁

23　
 

小
田
村
寅
二
郎
編
『
欧
米
名
著
邦
訳
（
明
治
）
集
―
文
献
資
料
集
』
国
民
文
化
研
究

所
、
一
九
七
〇
年
、
四
〇
〇
頁

24　
 

漱
石
が
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
著
作
に
親
し
ん
で
い
た
こ
と
以
外
に
、
ヴ
ン
ト
の
『
生
理
学

的
心
理
学
の
原
理
』（Principles of physiological psychology

）
や
『
心
理
学
概

論
』（O

utlines of psychology

）
を
読
ん
で
い
た
こ
と
は
着
目
し
て
良
い
だ
ろ
う

（
東
北
大
学
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
漱
石
文
庫
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
参
照
先

U
RL

：https://w
w
w.i-repository.net/il/m

eta_pub/sresult

（
最
終
閲
覧
日
：

二
〇
二
三
年
七
月
十
八
日
））。『
文
学
論
』
で
も
、
詩
に
お
け
る
色
の
「
妙
味
」
を

説
明
す
る
た
め
の
論
拠
と
し
て
、「W

undt

氏
の
説
に
従
へ
ば
「
白
色
は
華
美
を
、

内
輝
雄
・
宗
像
和
重
編
『
文
藝
時
評
体
系
「
明
治
篇
」』
第
十
三
巻
、
ゆ
ま
に
書

房
、
二
〇
〇
五
年
、
二
〇
頁

4　
 

朝
日
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス　

聞
蔵
Ⅱ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
、
東
渡
生
「
文
芸
欄
「
四

篇
」
を
読
む
（
上
）」『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
一
〇
年
八
月
九
日

　
　

 http://database.asahi.com
.ezproxy.tulips.tsukuba.ac.jp/library2/m

ain/top.
php

（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
三
年
七
月
十
一
日
）

5　

赤
木
桁
平
『
夏
目
漱
石
』
新
潮
社
、
一
九
一
七
年
、
二
〇
〇
頁

6　

同
右
、
二
〇
二
‐
二
〇
三
頁

7　

 

例
え
ば
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
の
『
新
編
女
子
国
文
教
授
資
料 

巻
四
』
や
昭

和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
の
『
大
日
本
読
本
新
制
第
二
版
教
授
資
料 

巻
八
』
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
霧
の
倫
敦
」「
ロ
ン
ド
ン
の
霧
」
と
題
の
改
変
が
な
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、『
永
日
小
品
』
中
の
「
霧
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
前
者
の
教
科
書
に
お

い
て
は
「
そ
の
描
写
の
細
緻
な
こ
と
、
殊
に
こ
の
作
者
特
有
の
観
察
や
、
比
喩
や
、

形
容
に
つ
い
て
特
に
味
わ
ひ
た
い
」
と
あ
る
（
明
治
書
院
編
『
新
編
女
子
国
文
教
授

資
料 

巻
四
』
明
治
書
院
、
一
九
二
五
年
、
四
三
頁
）。
後
者
の
教
科
書
に
は
「
こ
の

都
（
ロ
ン
ド
ン
）
の
濃
霧
に
、
ま
だ
よ
く
な
れ
き
ら
な
い
異
国
人
の
お
ど
〳
〵
し
た

気
持
が
、
実
に
ま
ざ
〳
〵
と
出
て
ゐ
る
で
は
な
い
か
」
な
ど
、
解
釈
の
教
授
法
が
詳

細
に
指
示
さ
れ
て
い
る
（
富
山
房
編
輯
部
編
『
大
日
本
読
本
新
制
第
二
版
教
授
資
料 

巻
八
』
富
山
房
、
一
九
三
七
年
、
六
九
頁
）。「
霧
」
は
近
代
国
民
の
言
語
力
を
育
成

す
る
国
語
科
と
い
う
場
で
教
授
す
る
に
相
応
し
く
、
教
育
効
果
の
高
い
文
章
（
文

範
）
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。

8　

 

大
竹
雅
則
「『
永
日
小
品
』
―
生
の
祈
り
―
」『
漱
石　

そ
の
遐
な
る
も
の
』
所
収
、

お
う
ふ
う
、
一
九
九
九
年
、
一
〇
六
頁

9　

同
右
、
一
〇
七
‐
一
〇
八
頁

10　

 

佐
々
木
充
「
漱
石
の
〈
永
日
感
覚
〉」『
国
語
国
文
研
究
』
第
七
七
号
、
一
九
八
七

年
、
一
〇
二
‐
一
〇
四
頁

11　

 

水
谷
昭
夫
「「
永
日
小
品
」
主
題
と
構
成
―
夢
と
現
実
の
錯
綜
―
」『
日
本
文
芸
研

究
』
第
四
〇
巻
第
一
号
、
一
九
八
八
年
、
二
頁

12　

同
右
、
十
三
頁

13　

同
右
、
十
九
頁

14　

 

佐
藤
泰
正
「『
永
日
小
品
』
を
ど
う
読
む
か
―〈
漱
石
的
主
題
〉
の
一
側
面
を
め
ぐ
っ

て
―
」『
国
文
学
研
究
』
第
一
〇
二
号
、
一
九
九
〇
年
、
二
四
一
頁

15　

同
右
、
二
三
九
頁

16　

 

中
原
章
雄
「
小
説
家
漱
石
と
「
倫
敦
の
香
ひ
」
―
「
文
学
論
」
か
ら
「
永
日
小
品
」
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い
る
（
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ン
ト
著
、
寺
内
穎
訳
『
人
類
及
動
物
心
理
学
講
義 

上

巻
』
集
英
堂
、
一
九
〇
二
年
、
二
六
五
頁
）。
元
良
に
お
い
て
も
こ
う
し
た
「
欲
望
」

論
は
継
承
さ
れ
て
い
る
。
所
有
欲
が
無
意
識
下
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
い
る
、
す
な

わ
ち
近
代
的
な
感
覚
が
植
え
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
批
判
意
識
、
虚
無
感
も

「
あ
る
不
可
思
議
の
力
」
の
中
に
内
包
さ
れ
て
い
る
と
考
え
た
と
し
て
も
不
自
然
で

は
な
い
。
そ
う
考
え
て
ゆ
く
と
、「
直
に
籠
の
中
に
鳥
を
入
れ
て
、
春
の
日
影
の
傾

く
迄
眺
め
て
ゐ
た
」
と
い
う
些
か
唐
突
な
語
り
手
の
行
動
も
、
所
有
欲
に
誘
わ
れ
た

故
の
帰
結
で
あ
る
と
言
え
る
。

43　

夏
目
漱
石
、
前
掲
書
、
一
九
一
八
年
、
一
頁

44　

 

例
え
ば
「『
文
学
論
』
は
、
文
学
が
生
み
出
す
感
情
経
験
の
普
遍
性
・
共
通
性
と
個

別
性
・
多
様
性
と
を
巡
る
問
い
や
相
克
・
緊
張
を
内
包
す
る
。
し
た
が
っ
て
漱
石
の

〈
感
情
〉
の
文
学
論
は
、
理
論
と
し
て
普
遍
性
・
共
通
性
を
追
求
す
る
立
場
と
、
飽

く
迄
も
漱
石
自
身
の
感
情
経
験
に
根
差
す
個
別
性
・
多
様
性
を
重
視
す
る
立
場
と
が

併
存
し
、
鬩
ぎ
合
う
地
点
に
お
い
て
成
立
し
て
い
る
」
と
い
う
記
述
な
ど
が
参
考
に

な
る
（
木
戸
浦
豊
和
「
夏
目
漱
石
に
お
け
る
〈
感
情
〉
の
文
学
論
―
Ｃ
・
Ｔ
・
ウ
ィ

ン
チ
ェ
ス
タ
ー
『
文
芸
批
評
論
』
と
レ
オ
・
ト
ル
ス
ト
イ
『
芸
術
と
は
な
に
か
』
を

視
座
と
し
て
」『
比
較
文
学
』
第
五
七
巻
、
二
〇
一
四
年
、
四
六
頁
）。

45　

 

例
え
ば
「
所
謂
審
美
情
緒
と
は
美
に
対
す
る
一
種
の
主
観
的
感
情
に
過
ぎ
ざ
れ
ば
、

こ
れ
亦
余
が
上
来
述
べ
来
り
し
ｆ
の
う
ち
に
含
ま
る
べ
き
も
の
な
る
こ
と
勿
論
に
し

て
、
審
美
情
緒
は
常
に
快
感
な
り
と
云
ふ
点
よ
り
し
て
、
此
情
緒
は
時
に
ｆ
と
符
合

し
時
に
は
全
然
符
号
す
る
能
は
ざ
る
こ
と
あ
り
と
知
る
べ
し
」（
夏
目
漱
石
、
前
掲

書
、
一
九
一
八
年
、
八
二
頁
、
傍
線
稿
者
）
な
ど
、
語
義
上
「
感
情
」
と
「
情
緒
」

を
入
れ
替
え
た
と
し
て
も
相
違
な
い
箇
所
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
科

学
的
区
別
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
思
弁
的
区
別
が
な
さ
れ
て
い
る
。

46　

ヴ
ン
ト
、
前
掲
書
、
一
八
九
九
年
、
三
二
九
‐
三
三
〇
頁

47　

同
右
、
三
三
〇
頁

48　
 

夏
目
漱
石
『
漱
石
全
集
』
第
十
二
巻
、
漱
石
全
集
刊
行
会
、
一
九
一
九
年
、
四
九
一
‐

四
九
二
頁

49　

松
原
至
文
編
『
小
品
文
範
』
新
潮
社
、
一
九
〇
九
年
、
一
七
八
頁

50　

 

同
右
、
一
九
五
頁
。
な
お
葉
舟
は
漱
石
の
小
品
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
評
価
も
し

て
い
る
（
以
下
の
引
用
は
、
水
野
葉
舟
『
現
代
文
章
作
法
』
シ
リ
ー
ズ
『
現
代
作
法

叢
書　

第
一
編
』
莫
哀
社
、
一
九
一
七
年
、
二
一
三
‐
二
一
四
頁
よ
り
）。

　
　
　
　

 

普
通
の
人
が
、
凡
て
知
り
尽
し
て
居
る
と
思
つ
て
居
る
事
を
、
珍
し
く
見
た
も

の
ゝ
や
う
に
、
驚
異
の
目
を
開
い
て
見
て
、
そ
れ
を
話
す
。（
中
略
）
こ
の
感

緑
色
は
静
け
き
楽
し
み
を
想
起
し
、
赤
色
は
勢
力
を
表
す
る
も
の
な
り
。」」
と
い
う

ヴ
ン
ト
の
色
彩
学
に
関
す
る
引
用
が
見
ら
れ
る
（
夏
目
漱
石
『
漱
石
全
集
』
第
八

巻
、
漱
石
全
集
刊
行
会
、
一
九
一
八
年
、
十
八
頁
）。

25　

 
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ン
ト
著
、
元
良
勇
次
郎
・
中
島
泰
蔵
合
訳
『
ヴ
ン
ト
氏
心
理
学

概
論　

上
巻
』
富
山
房
、
一
八
九
八
年
、
五
六
頁

26　

同
右
、
一
六
六
頁

27　

元
良
勇
次
郎
『
心
理
学
綱
要
』
弘
道
館
、
一
九
〇
七
年
、
二
〇
八
頁

28　

 

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ン
ト
著
、
元
良
勇
次
郎
・
中
島
泰
蔵
合
訳
『
ヴ
ン
ト
氏
心
理
学

概
論　

下
巻
』
富
山
房
、
一
八
九
九
年
、
五
四
九
‐
五
五
〇
頁

29　

 

色
は
当
時
の
心
理
学
に
お
い
て
も
論
議
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
エ
ド
ワ
ー

ド
・
Ｗ
・
ス
ク
リ
プ
チ
ャ
ー
の
『
実
験
新
心
理
学　

下
巻
』（
明
治
三
四

（
一
九
〇
一
）
年
）
で
も
色
彩
は
人
間
の
知
覚
す
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
一
種
で
あ

る
と
し
て
い
る
（
ス
ク
リ
プ
チ
ャ
ー
原
著
、
塚
原
政
次
訳
『
実
験
新
心
理
学　

下

巻
』
富
山
房
、
一
九
〇
一
年
、
四
四
六
‐
四
四
七
頁
）。

30　

ヴ
ン
ト
、
前
掲
書
、
一
八
九
八
年
、
一
六
二
頁

31　

同
右
、
一
六
二
頁

32　

同
右
、
一
六
三
頁

33　

元
良
、
前
掲
書
、
一
九
〇
七
年
、
七
四
頁

34　

同
右
、
七
五
頁

35　

 

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ン
ト
著
、
寺
内
穎
訳
『
人
類
及
動
物
心
理
学
講
義 

下
巻
』
集

英
堂
、
一
九
〇
二
年
、
一
〇
四
‐
一
〇
五
頁

36　

愚
徳
「
文
芸
欄　

い
ろ
草
」『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
一
〇
年
九
月
二
四
日

37　

 

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
著
、
福
来
友
吉
訳
『
心
理
学
精
義
』
同
文
館
、

一
九
〇
六
年
、
四
八
二
頁

38　

元
良
、
前
掲
書
、
一
九
〇
七
年
、
九
三
頁

39　

 

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ン
ト
著
、
元
良
勇
次
郎
・
中
島
泰
蔵
合
訳
『
ヴ
ン
ト
氏
心
理
学

概
論　

中
巻
』
富
山
房
、
一
八
九
九
年
、
四
〇
五
‐
四
一
二
頁

40　

ジ
ェ
ー
ム
ズ
、
前
掲
書
、
二
二
三
‐
二
二
四
頁

41　

同
右
、
二
五
七
頁

42　

 

加
え
て
明
治
期
と
い
う
同
時
代
的
背
景
を
踏
ま
え
る
と
、「
所
有
欲
」
も
見
逃
す
こ

と
の
で
き
な
い
要
素
で
あ
ろ
う
。
所
有
欲
は
、
資
本
主
義
社
会
・
経
済
に
よ
っ
て
肥

大
化
さ
れ
た
欲
望
で
あ
り
、
心
理
の
動
き
と
も
密
接
に
結
び
付
い
て
い
る
。
ヴ
ン
ト

は
「
愉
快
な
る
又
不
愉
快
な
る
感
情
は
意
志
の
進
路
を
定
め
」
る
が
、
こ
の
意
志
の

基
礎
と
な
り
方
向
性
を
操
縦
す
る
感
情
の
性
質
の
一
つ
と
し
て
「
欲
望
」
を
挙
げ
て
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が
、
読
者
の
心
を
ふ
と
刺
激
す
る
、
こ
の
調
子
は
話
す
人
、
作
者
に
と
つ
て
は

仮
に
無
意
識
で
、
不
用
意
の
間
に
起
つ
た
事
で
あ
つ
て
も
、
読
者
の
胸
に
は
、

常
に
或
る
刺
激
の
力
を
持
つ
て
居
る
も
の
で
あ
る
漱
石
氏
の
作
を
読
ん
で
居
る

と
、
こ
の
点
が
明
か
に
半
ば
意
識
的
に
書
か
れ
て
居
る
の
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

51　

 「
実
は
こ
の
年
は
、
心
理
学
界
に
と
っ
て
も
一
種
の
大
衆
啓
蒙
を
大
々
的
に
展
開
し

始
め
た
節
目
の
年
だ
っ
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
も
っ
ぱ
ら
実
用
的
観
点
か
ら
の
大

衆
啓
蒙
が
急
務
で
あ
る
と
の
認
識
は
共
有
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
実
現
に
向
け

て
大
き
く
踏
み
出
し
た
の
が
、
こ
の
明
治
四
十
二
年
だ
っ
た
の
で
あ
る
」（
藤
井
、

前
掲
書
、
八
七
‐
八
八
頁
）

52　

 

例
え
ば
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
に
は
、
元
良
勇
次
郎
・
福
来
友
吉
を
顧
問
に
置

い
た
心
理
学
通
俗
講
話
会
が
設
立
さ
れ
、
盛
況
を
見
せ
た
と
い
う
（
佐
藤
達
哉
『
日

本
に
お
け
る
心
理
学
の
受
容
と
展
開
』
北
大
路
書
房
、
二
〇
〇
二
年
、
三
二
四
‐

三
二
五
頁
）。
ま
た
『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
お
け
る
心
理
学
へ
の
言
及
が
顕
著
な
増

加
を
見
せ
た
の
も
明
治
四
〇
年
代
で
あ
る
。

53　

 

芳
賀
徹
「
漱
石
の
実
験
工
房
―
『
永
日
小
品
』
一
篇
の
読
み
の
試
み
」『
日
本
研
究
』

第
十
六
号
、
一
九
九
七
年
、
一
八
七
‐
二
〇
九
頁

（
ぶ
ら
っ
ど
り
ー
さ
く
ら
み
し
ぇ
る

 

筑
波
大
学
人
間
総
合
科
学
学
術
院
）


